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伝統を 1000年以上守っていることに興味があるので、祇園祭について調べた。 

 

1 祇園祭の起源 

 今から 1100 年前の平安時代前期 869（貞観 11）年

に、京で疫病が流行した際に当時の国の数にちなみ 66

本の矛を立て、神泉苑に祇園社（八坂神社）の神輿を

おくり悪疫を封じ込む御霊会を行ったのが始まりであ

るとされている。その後、祇園御霊会と呼ばれ、この

名が略されて祇園会と呼ばれるようになった。1467年

に応仁の乱で一時的に絶えたが、足利時代に町衆たちの祭りとして再興された。 

 

2 祇園祭の名称 

 祇園社の興隆とともに祭礼の名前が祇園御霊会となり、次第に祇園会と呼ばれるよう

になった。祇園祭という名称になったのは明治維新による神仏分離令による。 

 

3 粽とは？ 

 粽というと食べる方を思い浮かべるかもしれないが、祇園祭で粽というと食べ物では

なく笹の葉で作られた疫病・災難除けのお守りであり、各山鉾にちなんだ御利益がある。

毎年祇園祭の時にだけ、各山鉾のお会所や八坂神社で販売され、買い求めた人たちは一

年間玄関先に飾るものである。 

 

4 粽の由来 

 この粽は八坂神社の主祭神である午頭天王（スサノオノ

ミコト）と関連がある。 

昔、スサノオノミコトが旅で一夜の宿を求めたとき、貧

しい蘇民将来が手厚くもてなしたことに対してのお礼と

して蘇民将来の子孫には疫病の厄を免れさせるための目

印として茅の輪を腰につけさせたのが粽のおこりとされ

ている。 

なお、粽の護符には「蘇民将来之子孫也」と書かれてあり、蘇民将来の子孫なので守

って下さいという意味がある。 



5 粽のつくりかた 

 「わら」を「ささ」の葉で包んだ後、「いぐさ」でまいてながさ 40cm ほどに揃える。

その後、木の型に入れて形を整えたうえで 10 本ずつに束ねると「粽(ちまき)」が出来

上がる。粽は農家の人々が一つ一つ手作りで作成している。 

 

6 鉾に携わる人たち 

 鉾には専門の技術者集団があり、鉾

の檜を組み立てる手伝い方、鉾屋根を

組み立てて大工工事等をする大工方、

車輪を取り付ける鉾の動きを操作す

る車方を作事三役という。 

手伝い方の構成員は頭以下 10 名前

後、仕事は檜組・縄掛け・真木建てを

行う。巡行においては、音頭取りを行

う。 

音頭取りは巡行中に二人が山や鉾の前面に立ち、扇子とかけ声で山鉾を曳く人に合図

を出したり、辻回しの時には人数を 4人に増やし雰囲気を盛り上げる役目がある。 

大工方の構成員は棟梁以下 7~8名、手伝い方が檜組と真木建てをした後に、床・手摺

り・柱・天井・屋根などを組み立てる。巡行においては屋根方を行う。 

 



屋根方は巡行時には屋根に上がり、転落の危険を顧みず、すさまた棒を用いて電線や

電柱の障害物を押しのけ、安全な巡行の役割を果たす。 

車方の構成員は長以下 6名前後、組建て・飾り付けが終わった後に、車輪 4ヶを取り

付ける。巡行においては、車方を行う。(7~9名)＊ご神体、懸装品、飾り金具などは町

内の方々が取り付ける。 

車方の長をサエトリといい、同名の 7尺ばかりの

細い棒を手にして指図する。副はカブラと呼ばれる

先端のふくらんだ棍棒を持ち、車輪に噛ませてカジ

を取る。木製のテコ(4~5 尺の樫の棒)を手にして車

輪に入れる。カケヤ(樫などの堅木で作った大きな

槌)を用いてブレーキをかける。また、カブラ・テコ・

割竹は水を掛けて滑りをよくする。 

 

7 鉾の種類 

山鉾は 5 つに分類される。舁山(かきやま)、鉾(ほこ)、曳山(ひきやま)、船鉾(ふね

ほこ)、傘鉾(かさほこ)である。 

 

➀舁山の特徴 

人が舁いて(担いで)巡行する山が舁山

である。中国や日本の故事・謡曲などにち

なんだ御神体の人形をのせる。御神体人形

には橋弁慶山の御神体を除き朱傘が掛け

られる。郭巨山のみ油紙の屋根が掛けられ

る。山の上には布で覆った籠を伏せて置

き、「山」に見立て、そこから松を立てて疫

病の依代とする。 

例 前祭：山伏山・占出山・霰天神山・孟宗山・蟷螂山・郭巨山・芦刈山・伯牙山・ 

白楽天山・油天神山・木賊山・太子山・保昌山 

  後祭：役行者山・鈴鹿山・八幡山・黒主山・浄妙山・鯉山・橋弁慶山・ 

 

②鉾の特徴 

真木(しんぎ)と呼ばれる中心の柱を疫病の依代とする。本体は中心の柱である。それ

が大型化し、囃子方約 50 人や生稚児(長刀鉾のみ)や人形稚児をのせる形となったもの

である。真木の先端にはそれぞれの鉾を象徴するものが取り付けられている。 

例 前祭：放下鉾・菊水鉾・月鉾・函谷鉾・長刀鉾・鶏鉾 

 



③曳山 

車輪を付け綱でひいて動かすなど鉾と似ている部分があるが、鉾との最大の違いは鉾

の先端が松の枝になっている点である。 

例 前祭：岩戸山 

  後祭：鷹山・北観音山・南観音山・ 

 

④船鉾 

他の鉾との最大の相違点は、真木を立て

ない点である。形は船である。 

例 前祭：船鉾 

  後祭：大船鉾 

 

 

⑤傘鉾 

踊りの列や囃子方が列をなして、鉾と一

体で歩く。鉾にのることは出来ないが、鉾

の古い形とされている。 

例 前祭：四条傘鉾・綾傘鉾 

 

 

8.キュウリを食べない 

 氏子と関係者は祇園祭の期間はキュウリを食べない。理由は八坂神社の神紋を食べる

のは畏れ多いからである。八坂神社の神紋（神社特有の紋章）がキュウリの切口に似て

いるからだ。 

 

以上のように祇園祭には山鉾の巡行があり、山鉾それぞれの粽があり、楽しみ方はそ

れぞれである。また、鉾の御朱印集めも楽しそうだ。私自身は函谷鉾の粽を購入し祖母

に渡した。祖母に渡すととても喜んでくれたので、いつもお世話になっている人に渡す



のもおすすめである。ちなみに函谷鉾は京都産業大学の学生も携わっている。 

また、個人的には祇園祭には不思議な力があると思っている。コンチキチンという音

を聞くと心が浄化されたような気がした。私は四年生であるが卒業してからも参加した

いと思う。 

コロナで山鉾の巡行が行われていなかったが 2022 年に復活し、これからも疫病や天

災などで中止されることがあると思うが、元はといえば疫病を鎮めるためにはじまった

お祭りだ。各山町の人々がそれぞれの山鉾を役割分担して、築き上げ代々伝統を受け継

いで、祇園祭を守り盛り上げいく。そんなところに私はいいなと思った。疫病などに負

けずに、先人が守ってきた 1000 年を越える文化を今後 1000 年、2000 年と守っていき

たいものだ。 
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